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開発されたElectronMicroprobc Chcmical V-Pb-Th J)ating Method (EMCD)を活用し，岩石越川中の鉱物
粒の中の白保不J3 ミクロンメーターの小傾城の年代を~I~]定した、これにより，岩七ーの微組織と対応した"1'
代が考察された。
?《?
南インド.ケララコンダライト指，南東インドの東ガート布・及びスリランカのハイランドコンブレクスか
ら採集された岩石標本9個から.350粒のそナツアイトが分析され，総計840倒の年代がNられた。ケララ
コオンダライト帯の年代は520Ma-----2200Ma.東ガート帯は529-'"1l60Ma. ハイランドコンブレクスは
441Ma-590Maで・あった。 Sm司 Nd及ひ百b-Sr年代が報告されている岩石もiJ判定され.その結束はよい鞍台性が
あったのこれにより本方法の妥当性が示されたコ測定の結果.lci・・地域内， I司-Z石内，さらに単一の結
晶粒内でも大きく異なるいくつかの年代が何られた。一般に鉱物粒の内部程古い1r代を持ち，また，包有
結晶は粒mlの結品よりはるかに古い年代を示す場合が多かった。得られた年代値分布は，研究地域全体に
わたって500Maから600胞が優勢であることが認められ，これは，これまで'SmNdおよびRbSr同位体年代に
よって示された後期ノぐンアフリカ変動を反映するものと考えられた3 スリランカと点ガート帯においては
古い年代が少なく.あるいは測定されなかった〉このことは.これらの地域の年代特性を不すか，或いは
測定数の少なさに起因すると考えられた。一方，ケララコンダライト帯や東ガート帯におけるいくつかの
古い年代舶は，これまでSm-Nd法で"i!}られた古い年代慨を支持するもので，鉱物の11にそのような古い
要素があることを也接に示した最初の例となった。東ガート帯の約1000胞の年代と，ケララコンダライト
帯の1850Ma-.，20uOMaの年代は，パンアフリカ変動以前の過去の変成作用の年代と考えられた。本測定によ
り.EMCDi去が，復雑な歴史を持つ高度変成地域の年代測定法として特に台効であるζとが示されたじ
以J'_のように.本研究の成果は，今後の年代学研究及び先カンブリア代コンドワナ研究に対して資する
ところが大きい。よって本論文は学位論文として適当であり，有者は博士(理ー学)学的を綬与されるに値
すると審査された。
